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品質評価のための糸の力学特性の解析
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　目的■ 布の品質評価、及び、高品質の布の開発にa、その構成単位である繊維、糸CO性

質、そして繊維・糸・布間の一連の相互関係を知f>なければならない。本報告は、最近開

発された繊維の太いニュージーランド羊毛を、従来のMerino羊毛に混紡して用いた夏用紳

士服地に注目し、その特徴的な風合い及び力学的性質を生み出す要因を、繊維・糸のレベ

ルで解析する。そして、２種の繊維を混紡した糸の力学的性質に及ぼす個々の繊･維特性の

影響を考察する。

　方法：　試料として、平均繊維直径を異にする３種類の羊毛繊維（Merino、Co r r i edaIe ,

Coop worth）,並ぴにMohair、さらにこれらの繊維から構成される糸を用いる。それぞれの

繊維、糸の表面特性、並びに基本力学変形（伸張、曲げ、圧縮、ねじり）下での、応力－

ひずみ関係を、20°C・ 65% R .Hの標準状態のもとで計測し、その性質を特性値化する。

　結果：　Co r r i edaIe、並びに　Coopworth羊毛繊維の曲げ剛性はMerino　に比ぺ　約３～４

倍曲げかたい。Corriedale、Coopworth、Moha i rの各々の繊維を重量分率　40／60Xの比で

混紡した曲げ剛性は、それぞれの繊維の曲げ剛性と繊維直径から計算した値とは必ずしも

一致せず、繊維の集合構造に大きく影響される。そして糸の伸張特性は、同じ繊維組成で

あ｀つても、製造中に繊維がうけた熟、力学的履歴によって左右されることが明らかになっ

た。また、Merino羊毛繊維にCorriedale. Coop worth、Mo ha i r繊維を混紡することによ

り、糸の表面粗さを増加させ、それは最終的に仕上げられた布のしゃり感の変化に大きく

寄与している。

D 80 ”リニアライジング法”を適用した布の非線形二軸伸長特性の予測計算（第2報〉

奈良女大家政　○影山真理　丹羽雅子

　目的　衣服着用時に布が受ける変形は、低荷重域の二軸伸長特性である．この特性は身体拘東にか

かわる着心地と密接な関係を持っており、また、衣服構成時の曲面形性能や衣服の型くずれなどとも

かかおる．本研究では、リニアライジング法"を応用して、たて糸方向からφ傾いた方向への二粒伸

長特性を予測計算し、実測値と比較することによってこの予測法の有効性を確認する．この予測計算

のためには、φ=45°の一軸拘東二軸伸長特性のデータから便宜的に決定されるせん断弾性率を必要

とするが、これと布のせん断特性の測定によって得られるせん断剛性との関係についても検討する．

　方法　リ- rライジング法とは、非線形を示す布の応力-ひずみ関係が比例関係を持つように、伸

長ひずみε、(φ〉（i =l,2;直交する各伸長方向を示す　）を変換ひずみe ,(φ）刈ε.(φ)!･ ( n･は定

数）に変換し、これに線形弾性理論を適用して、φ＝0°,90゛と45°におけるー軸拘東二軸~伸長特性

の実測値から決定される弾性定数より応力一変換ひずみ関係を予測計算し、最後に(I)式でひずみを逆

変換して非線形の応力－ひずみ関係を導く方法である．一軸拘束二軸伸長特性は単純化二軸引張試験

機KES-G2"により測定される. また現実の布のせん断剛性を求めるためのせん断試験はKES-FBlによ

って行う．

　結果　あらゆるφにおいて（1）式のｎの値はほぼ等しいことが確認され、たて糸方向からφ傾いた

方向への低荷重域の布の二軸伸長特性は、リニアライジング法を用いて精度よく予測計算できること

が、各種の織物について確認された．iた.予測過程で計算されたせん断弾性率を布のせん断特性の

測定から求めたせん断剛性と比較検討した結果、両者間の関連を見出すことができた.
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